
平成２９年１１月定例教育委員会議事録 

        （白石町教育委員会会議規則第１６条及び第１７条の規定により作成） 

 

１ 日 時  平成２９年１１月２０日（月）午前１０時 役場３階 会議室５ 

２ 出 席 委 員  北村教育長 稲佐委員 大串委員 下田委員 松尾委員 

３ 事務局職員  吉岡学校教育課長 千布生涯学習課長  

石橋主任指導主事 中村指導主事 川畑庶務係長 

４ 前回議事録の承認 

  １０月定例教育委員会の会議録 【原案どおり承認】 

５ 教育長の報告 別紙資料のとおり 

６ 会議に付した議案 

付議第２４号 平成２９年度卒業式の期日について 

付議第２５号 平成３０年度入学式の期日について 

付議第２６号 １２月補正予算について 

付議第２７号 平成２９年度立志式について 

付議第２８号 準要保護の認定について 

７ 動議の提出者  なし 

８ 議事の概要  別紙資料のとおり 

９ 議 決 事 項  付議第２４号から付議第２８号すべて議決 

10 その他   

・事務局からの報告 

・傍聴者 無し 

 

  



１ 開 会  9：57 

   吉岡学校教育課長 

    

２ 前回議事録の承認  9：57 

１０月定例教育委員会の会議録を資料により説明 

           委員全員承認 

 

３ 教育長報告  9：58 

  （前回以降の主な動向） 

ちょうど秋で学校は、色々な学習のまとめで発表会、収穫祭、文化発表会など  

開催をされております。 

・10/27 北明小学校英語専科公開授業研究会 

     町内では、北明小学校に英語専科で教諭が入っていただいています。こ

の方が小学校の英語指導という事で公開授業をしていただきました。 

・10/28  福富中・有明中 

・10/28  白石中文化発表会 

     中学校の文化発表会があり、どの中学校も素晴らしい発表内容で、３年

生の劇は、セリフの棒読みではなく、本当に役になりきって、保護者の

方からも文化発表会だけの発表ではもったいないという声もたくさん聞

かれたところです。合唱の方も常々歌声は学校運営のバロメーターと思

ってきたし、外へも発信しておりますけど、本当に声量はもちろんです

けどハーモニー美しさ、自分だけではなく周りに合わせるという事、こ

ういうのは、体育大会の大きな声は、ある程度強制力で出せますけど、

この歌声のハーモニーというのは強制力では出せませんので、本当に日

ごろの教育の成果だと感じたところです。 

・11/ 4 中学生による器楽演奏鑑賞会（町老人クラブ主催） 

     昨年度からスタートし、今年度２回目ですけど、今回、有明中、白石中、

昨年度参加しました福富中は、ブラスバンド部もありませんので今回出

ていただけませんでしたが、非常に老人クラブの皆さんからも好評を得

ました。しかも、ただの演奏ではなく、一緒に楽しむ、例えば早口言葉

を演奏しながら客席を回っておじいさん、おばあさんに早口言葉を言っ

ていただくなどのエンターテナー的な工夫もされていました。 

・11/10 県中学校総合体育大会駅伝大会、町教育支援委員会 

     県の駅伝大会があり、代表で出ました男子の白石中学校が４位、女子の

有明中学校が３位と健闘していただきました。それから、この日は９時

半からスタートし、終了が１８時半までかかりましたが、町の教育支援

委員会を開催しました。特別支援教育の対象の子ども達のより適正な就



学の在り方について、専門家の意見を聞きながら正味８時間くらいかか

りましたが終了しました。 

・11/12 白石地域文化祭開会行事、にしきえ祭（有西小）、須古まつり（須古小）、

南小まつり（有南小）、学習発表会（白石小）、コミュニティデー（六角

小）、伊万里市学力向上フォーラム 

     それぞれの小学校の学習発表会、祭が開催されました。やはり、人前で

ペーパーを見ず、大きな声で発表をするというのは大したものです。な

かなか、十分な準備もできない中で、本当に臆せず堂々と意見発表をす

る、役をこなすというのは、大したものだと感じたところです。それか

らこの日、新しい試みで伊万里市の方で、県の学力向上フォーラムが開

催されました。講師が元福井県の中学校の校長で、牧野先生です。この

方は、現在、退職されて和歌山県の教育企画官で、和歌山県知事からお

願いされて務められています。この方の講演でしたが、もっと先生方に

プロ意識をという事で刺激を受けました。全国学力学習状況調査等で、

常に福井県は上位で、今回も小学校ではトップでしたが、順番、点数、

数字には、それほど目くじら立てる必要はありませんが、それより、同

じ問題で、本町と上位のところで１０ポイント、２０ポイントとなぜ差

があるのか、そこを本当にしっかり分析して、同じ問題をどうして解け

たり、解けなかったり、そこをきちっと行うのがプロであるという話が

ありました。まさにそうだなあという事で、特に白石町も全体的には良

かったが、国語のＢあたりは、私も戻って改めて結果を見ましたが、や

はりわずか数問ですけど、その中には福井県と１０ポイント以上離れて

いるのが２問くらいあります。その中身で、子どもたちがどういうとこ

ろで苦戦をしているのかというところを少し細かく、教育委員会として

もその辺りの支援を出来たらと思ったところです。 

・11/14 教育委員会佐賀県連絡協議会 

     本年度末の人事異動の方針、実施要領が承認されました。いよいよ人事

が動き出します。 

・11/15 校長会、第１回健康パークゴルフ選手権大会 

     パークゴルフ場が昨年９月に開始され１年ちょっと過ぎましたが、それ

にちなんでという事もありますが、老人会とタイアップして第１回のパ

ークゴルフ選手権という事で集まって頑張っていただきました。 

・11/16 臨時議会、第２ブロック市町村教育委員会研究協議会（～１７日）      

・11/17 福富小中一貫教育研究発表会 

         福富小学校が昨年度から２年間、町の研究指定で頑張っておられた、小

中一貫教育の研究発表会を見事にしていただきました。これを踏まえて

来年度から正式にスタートという事で、今後、説明会とか広報とかに努



めることになります。 

・11/19 ぺったんこ祭 

     非常に寒かったが、主催者発表で１万５千人という事でした。１万５千

というのは、今まででは、１番ではないかと思います。 

（問題行動等報告） 

（１）問題行動 

おかげさまで１０月も報告を受けておりません。本当にありがたいところで

す。問題行動については、低年齢化が進んでおり小学校の暴力行為というの

が全国的には激増しております。友達、教師への暴力、器物破損など。そう

いった中で本町は報告を受けておりません。順風満帆ではないと思いますが、

早い時期に相談的な関りをしていただいてところが、背景にあると思ってお

ります。 

（２）いじめ問題 

  小学校 覚知、認知と２件の報告がありました。 

  どちらも６年生の男子で、ぶつかられたり、叩かれたり、けられたりという事

です。このことで、学校を休んだりという事は発生しておりません。それから、

小学校で１件解消しております。 

  中学校 報告はありません。 

１つのケースが解消しております。 

これも、喧嘩ではないかと見分けが難しいのですが、いずれにしてもよくない

関係、トラブルについては、早めに関わっていただいているものと思っており

ます。 

（３）不登校 

  小学校  ４人 

  中学校 ２１人 

  小学校の６年生男子が新しく報告があってます。昨年全く休みがなかったが、

この月丸々休みです。それと、中学校では２年生の男子が新規です。それから

もう一人２年生男子です。家庭的にも色々あるようで、お父さん、お母さんの

関係とか、お父さんとお母さんの間を行ったり来たりとかそういう事があって、

福祉からの支援が必要なケースのようですが、やはり粘り強く励まし、勇気づ

けというのをしっかりしていただいて、できれば復帰していただきたいが、例

え中学校の期間復帰できなくとも、その後の自立を願いたい。家庭との連携も

しっかりしていきたいと思います。学校段階では関わっていただいております

が、白石町としては、ちょっと数が多いし、発生率も全県よりも高い数値が出

ておりますので、対処療法的なことばっかりやっておりますけど、もっと根本

的な小さい頃からの自信、勇気づけというようなことを考えないといけないと

思っております。そういう事で、幼保小の幼稚園、保育所、小学校との連携、



保護者を含めた連携というのが、少し気になるかなあという事で、今後やはり

施策の中で考えていかないといけないいう思いはあります。 

 （教育委員会佐賀県連絡協議会） 

（１）平成３０年度市町立小・中・義務教育学校教職員人事異動方針 

  現在、嬉野市だけが旧制度で教育委員長さんがいらっしゃいますので、以前は

教育委員長さんも参加されていましたが、本町は、私だけの参加という事です。

人事異動方針ですが、ほとんど変わっていませんが、義務教育学校が増えてお

ります。 

（２）平成３０年度実施要領 

（３）平成３０年度新旧対照表 

  新採教諭等は、原則として、１学年に複数の学級を持つ規模の学校に配置する。

複数ですから、白石町で言えば福富小しかありません。ですから、新採が来る

場合は、福富小しかないという現状がこれまでありましたが、それでは、固定

化してしまうので、そうではなくて、小規模でも受け入れの条件が整っていれ

ば、小さい学校でも新採を入れますという事に変りました。それから、再任用

の件が新しく起こされております。 

（４）平成３０年度人事異動についての事前指導 

  このことで、校長会が１１月２８日にあります。そこで、詳細は校長先生に伝

わり全職員に伝わりますが、１１月２９日に異動希望調査書が配布されます。

提出が１２月６日までという事で、かなり早くなっています。以前は、正月明

けてからこういうのが動いてました。出来るだけこういう異動の事務を早く進

めて、３０年度は無理かもしれませんが、新しい年度の始業式の時に全職員が

確実にそろうような形で出来ないかということです。今は、始業式の日に担任

発表という事で、校長先生が名前だけ呼ばれて、そこにいらっしゃらない。で

すから子どもたちが家に帰って、名前だけ聞いて会えなかったと言う事が続い

ています。そういう事がないように、早めに異動事務を済まそうという方向で

動いています。 

（その他） 

（１）Ｈ２９全国児童生徒アンケート（抜粋）より 

  参考までに全国と白石町と福井県の学習状況調査のアンケートの部分を拾い

上げてみました。資料の網掛けの部分は良くも悪しくも全国より高い分になり

ます。結構白石町も網掛けたくさんなりますが、この中で極端にというのが、

１３「家で学校の授業の予習をしてますか」中学校で４．５ポイントですので、

福井県は２１．３ポイントあります。小学校も１２．６と福井の半分以下です。

宿題等も課題等出していただいておりますが、量よりもどういうのをどういう

形で出すという質、その辺りを工夫してやらないと厳しいのではと思います。

９「テレビを見る時間やゲームをする時間などのルールを家の人と決めてます



か」中学校１３．５、この辺りも厳しい数字です。今後も子どもたちの様子が

見える形でグラフとか数字で示していければと思うところです。 

（２）２０１６年度問題行動調査より 

  １５年度より４３．８％の増と書いてありますが、いじめです。４３．８％増

えているという、もちろん調査が非常に細かくなっておりますので、色々な

部分を拾い上げている分もありますが、こういう状況です。それから、小学

校の暴力行為が２万３千件という状況で、「小学生による暴力行為はの件数は、

２年連続で急増している。」、「このうち小学校は、前年度比３３．８％の増」

中学校は８．８％の減、高校も２．９％の減であります。小学生だけ３３．

８％の増で生徒間暴力が前年度比３９．３％の増、対教師暴力が２３．４％

の増、器物破損が２４．６％の増とこういう状況です。「増加率は低学年ほど

大きく、例えば１年生は５８．５％増、２年生は４３．６％増」という事で

小学生の低学年で増えているという全国的な状況です。 

（３）基礎的読解力について 

   新聞記事についてですが、これを見ると読解力は大丈夫だろうかと思うとこ

ろです。新聞記事にある例題でそんなに難しくはありませんが、正解率が中

学生で１２％、高校生で２８％です。これは、国立情報研究所の新井先生と

いう女性の先生ですが、ずーっと似たような提言をされております。色々難

しいことを言っているが、本当に教科書が読めているのかという事です。文

字は追っていても教科書が読めているのかという事です。こういうことをや

っていたら、ＡＩとか言っているが、運転免許をとれないとか職に就けない

とかいう事で、そういう事態が発生してきますよというような提言がなされ

ています。プログラミングとか英語教育と読解のどっちが優先ですかという

事で、今文科省にうったえられています。もう一つも文をちゃんと読んでい

ればわかりますが、これが、中学校で５３％しか出来ていない。こういうの

が、研究として出されていますので、やはり学習の基礎が読み書きと言いま

すけど、読むことあるいは、文書の中身を理解する読解力というのは全ての

学びの基本ですので、こういう事を欠かしてはならない。ですから、文読、

速読、素読、こういった読み、読み聞かせ等頑張っていただいてますが、本

当に地道に基本的なことをやらないと、目先の今日的な指導で足をすくなわ

れないようにしないといけないという事です。こういう事で思いを強くした

ところです。新教育課程は、ナショナルスタンダードでありますが、それを

進めるうえでもこういった本当に根っ子の部分、基礎的な部分をないがしろ

にして肝心の力が全然ついてない、というようなことにならないようにと思

ったところです。 

（４）携帯不要の家庭づくり宣言 

   六角小学校ＰＴＡ携帯不要の家庭づくり宣言という資料を付けておりますが、



これは、六角小学校でこういった取り組みをスタートされました。今、同じ

ようなことが、郡のＰＴＡ連合会でも動かれていますけど、なかなかＰＴＡ

でも色々な意見があってまとまらずに、大きな動きとはなっていませんが、

方向性としては、こういったことでやろうかというようなことをされており

ます。教育委員会としては、スマホ、ＳＮＳの問題については、何か関りを

しないといけないが、どうしても行政がいきなりこういう風にしましょうと

言っても根付きませんので、こういう実践を踏まえながら、足並みをそろえ

てとか連携、共同してというのが一番いいのかなあと思っていますが、スタ

ートしていただいてありがたいなあと思っています。私も「携帯が子どもを

ダメにする」という本を読みましたが、携帯を触れば触るほど、記憶力なん

かが一気に落ちるそうです。頭がいいとか悪いとか関係ないと、そのメカニ

ズムが今一つですが統計で表れています。 

 

４ 付議事項の協議 10：35～ 

付議第２４号 

 平成２９年度卒業式の期日について 

付議第２５号 

 平成３０年度入学式の期日について 

  川畑係長：資料に沿って説明。 

   

      委員全員承認（付議第２４号） 

委員全員承認（付議第２５号） 

 

付議第２６号 

   １２月補正予算について 

    川畑係長：資料に沿って説明。 

    稲佐委員：学校訪問等をさせていただいて、スクールアシスタントの方々の

それぞれの働き、あるいは、校長の説明等でわかっているわけで

すが、連絡調整等々しなければいけないものもあると思います。

例えば、小学校のスクールアシスタント、中学校のアシスタント

あたりで予算の付け具合は均衡ではないわけですよね。 

    川畑係長：時間の配分につきましては、児童生徒数で変わってきますので、

予算上で、時間で申しますと単純に小学校が多くなっています。

基本が、小学校が３，９００時間というのが基本であって、それ

に対して福富小学校であったり白石小学校であったりと児童数が

多いところは上乗せという形で、中学校につきましては、３，３

００時間としておりますが、白石中学校は特別な事情があったの



で、そのあたりの調整は、ここ数年はされているところです。 

    稲佐委員：例えば調整する際にＡというスクールアシスタントもいらっしゃ

れば、その人が関わった時間帯というのは、逐一チェックされて

いるのですか。 

    川畑係長：はい、そうです。 

稲佐委員：そうしないときちんと出ないですからね。はい、わかりました。 

下田委員：今回のこの補正についてではありませんが、学校訪問させていた

だいて、スクールアシスタントの先生方に研修が必要かなあと思

うような部分が見られます。これは、この配置事業の中にそうい

った研修を盛り込むようなこともできるんですか。来年度になる

と思いますが、来年度、この事業の内容に盛り込んで予算を申請

していただくという事も出来ますか。 

川畑係長：研修の話ですが、予算的なとこをいくとどうしても財政的に厳し

いので、その研修のための時間というのは、おそらく取れないと

思います。ですので、この今持っている予算の中からその研修の

時間、この方たちは、時間給でやられておりますので、研修をす

るのであれば、その時間給を払って研修をするという形になるか

と思いますけど、ただ学校の運営の中に入っていらっしゃいます

ので、支援員さんが１日そこにいらっしゃるわけではなくて、シ

フトのところも学校によって違いますので、一堂に会しての研修

というのは、なかなか、難しい部分があります。以前も話をされ

たかと思いますが、ここ１、２年は、こういった研修をしてくだ

さいという事で学校の方にお願いして、うちの方からペーパーを

出して研修をしてもらっているところです。 

稲佐委員：これだけの予算かけてますから、それだけの効果をあげてもらっ

ていただきたい。 

 

委員全員承認（付議第２６号） 

 

付議第２７号 

   平成２９年度立志式について 

吉岡課長：資料により説明。 

 

委員全員承認（付議第２７号） 

 

付議第２８号 

   準用保護の認定について 



    大川内主任：資料に沿って詳細説明。（１件） 

          厳正なる審査の結果認定。 

 

委員全員承認（付議第２８号） 

 

５ その他 10：57～ 

（１）第２回教育支援委員会の経過について 

   中村指導主事：資料に沿って説明。 

 

 （２）成人式について 

千布課長：資料に沿って説明。 

 

（３）人権フェスティバルについて 

   千布課長：資料に沿って説明。 

稲佐委員：人権フェスティバル、それなりにパネル発表、講演会等々良くさ

れているなと思います。私も過去９年間、本山の人権擁護員をし

ていましたが、向こうは山科区がありますので、いわゆる同和地

区を対象とした発表が多いわけです。こちらの方は、どちらかと

いうとここの標語に挙げていただいているように、いじめである

とか障がいのある人への差別とかあるわけですけど、実際は、部

落解放あたりは、実際に同和教育というような立場で、部落差別

をなくすというのが国民的課題だと言われておりますけど、意外

と最近はそっちに触れないで、障がい者だとか身近な差別の方に

傾斜していっているような感じがします。それで私たちお坊さん

の仲間でも来年の４月に人権のことをしますが、その前の時には、

龍谷大学の太田先生を呼んで、そのものずばりのところを講演し

ていただきました。意外とそういったところで皆さん避けて通ら

れるのか分かりませんが、例えば賤称語とかを使ったとか、この

間大分で村八分的なことがあったとか新聞に載ってはおりますが、

同和教育そのものについての歴史とかそういったのは、以前、随

時発掘してどんどん、どんどん周知徹底するように、そういう内

容のものが講演会など多かったのですが、最近はあまりそういっ

たことはなくなってきたのでしょうか。昔はそんなことを言った

ら糾弾されるという事で、恐れてしてなかったのですが、最近は

糾弾会とは言わず学習会といいます。京都の山科区あたりは、も

ろにそういう話です。 

千布課長：私たち研修会に結構行きますが、実際そういった内容でも結構さ



れています。 

稲佐委員：結婚差別とか、そういった内容の。 

千布課長：結婚差別とか、同和問題に関しても当然ありますし、そこであえ

て避けるという感じではありません。一番身近な人権という事で

されてます。 

稲佐委員：今はそういう風になってます。全国津々浦々、人権養護員が配置

されてから以来、同対法から地域改善対策特別措置法になってか

ら身近な差別へとなっていきました。ですから、そういう風にな

りつつあるとはわかりますが。本当の根本は、部落差別ですよね。 

千布課長：はい。 

下田委員：人権とは、そもそも何というところですけど、人権を「こういう

事ですよ。」と答えられる人は、あまりいないのではないか。ここ

をみんなで考える機会になってもいいのではないかな、人権て人

として生まれた人と全部が持っている権利、法律で定められてい

る権利というのがキチッと規定されているので、そこら辺も含め

て、今、稲佐先生が言われたように「いじめ」とか「差別」とか

だけではなくて、「権利」人権を考える機会、そういうのも１日の

中に半日の中にキチッと皆の目に触れられるような部分があった

らいいかなあと思っています。 

北村教育長：お二人おっしゃられたように同和対策基本法の中身が変わりま

して、部落問題というよりも一般法になりましたので、今下田

委員さんがおっしゃったように、やっぱり人権の在り方という

のを部落差別も含めて、その中の一つとして広く考えようとい

うようになってますので、行政もそういう方向に動いているの

ではないかなあと思います。併せて今回、高校生を講師に呼ん

でますので、このことの説明ですけど嬉野高校の社会福祉系列、

ここは、総合学科で社会福祉系列の子どもたちは、入学の時か

ら介護福祉士の国家試験の免許を取るというのが大きな目標で

す。十数名から二十数名、三十名になることはありませんが、

全員とにかく国家試験に挑戦する。これは、一般でも通過率５

０％を切るような状況ですので、非常に難しいのですけど、こ

れを２１年から７年連続全員合格してきています。そういった

学習の中で、差別解消法とかあるいはユニバーサルデザインと

か、そういうものを広く地域に広めるという事で幼稚園に出向

いたり、小中学校に出向いたり、あるいは、老人会に出向いた

り佐賀にわかを使ったりとか紙芝居を使ったりとか、あるいは、

プレゼンをしたりとか出前事業をやってくれています。今年度



も有明中学校とかはユニバーサルデザインで来てくれています。

そういった活動をという事で、中身はどういう内容になるかは

まだ分かっていませんが、いわゆる介護福祉士を学ぶ過程での

ことを広く皆さん方に広めるというような活動をしてくれると

思っているとこです。 

（４）１２月行事予定表 

川畑係長：行事予定資料に沿って説明。 

 （５）箱根町学校統合視察の報告 

    吉岡課長：１１月６日に議会の文教厚生委員会の視察に同行した際の報告。 

         資料により町の概要、学校の規模、市町村合併、学校統合の経緯、

統合に至るまでの問題、課題、文部科学省からの意見等説明。 

    北村教育長：教育委員会では白石町も統合に向けて進むという事で意見をい

ただいて、問題はこの後どう進めるかという事ですけど、資料

にも出てますけど、学校云々というのは町づくりの一環ですの

で、教育委員会単独での云々ではないわけです。ですから、企

画あたりが中心になって、統合検討委員会という事でなされる

のであろうと思いますけど、ただ教育委員会としては、基本構

想というのを例えそういう風にならなくても諸条件を考えて基

本構想を持っておく必要があるだろうと思っています。今それ

を少しずつ作り上げているところです。これまで、課長から色々

な資料が配られていますけど、あと１０年後は一気に老朽化の

波が来ますので、それを乗り切れるのか、財政的にもそこら辺

りもありますので、とにかく１０年スパンくらいで何とかしな

いといけないという状況であるのは間違いないという事です。

また、できるだけ本年度中に基本構想について、１回ではだめ

だと思いますので、素案を基にご意見をいただく機会を設けた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

    稲佐委員：私も教育長さんおっしゃいましたように２０３０年に本町の人口

のグラフを見ますと、やはり現在より７、８千人減るような、少

子化を止めることは、なかなか出来ないものですから、やはりそ

の間にある程度地固めをしていないと、その時なってからという

と恐らく地方交付税もそう貰えないだろうし、今のうちからその

間にある程度基礎のところ、基本のところをしておかないとだめ

だろうと思います。最終的に決定するのは、ここにもトップダウ

ンと書いてありましたが、誰かがするぞとなってドンと進むかも

しれませんし、その辺りを“うじうじ”していてもなかなか出来

ない。誰かが「するぞー」と言ってドンと出来るかもしれません



し、やはりその辺りの地固めしておかないと書けないだろうと思

います。 

    松尾委員：急にドンとなったとしても、町民の皆さん的には感情的に難しい

と思うので、例えば少しずつ出していくという。町の情勢はこう

いう事だから統合もあり得るかもという下話が少しずつでも出て

いけば、町民の皆さんも「ああ、そうか」と考える機会ができる

じゃないですか、そういうのをそろそろ出していかないと議会が

なり教育委員会が言ったからドンと行ったら逆に混乱するのでは

と思うのですがいかがでしょうか。 

    北村教育長：その手立てというのが、その辺がおそらく今の町の施策のプラ

ンを作られる時も統合についてのアンケートも取られています。

ずいぶん前ですが、多分今回も出されるかと、それから色々な

地区からの意見を求めたり、それから色々な地区の代表の方が

集まっていただいて検討委員会、多分そういう風に動くのでは

と思いますが、ただ、色々な意見が出ても最終的にどうするか

というのは、やはり首長が決めないと決まらないところではな

いか。そこだと思います。ですから、独断ではなくて広く町づ

くりの一環として町民の方から色々な意見を拾うという事はし

ていただこうと思ってはいますが。 

    下田委員：事業計画を立てる時には、いつ、何をどうするという何年先まで

の目標を立てて、この場合は、いつ統合しますよという、私たち

はいつこの事業を開始しますよという計画を立てて、ずっと準備

を進めてきますが、今、今後こうせざるを得ないねという話で、

ではいつまでにという事が具体的に何も見えてなくて、その辺り

をその事業計画を知りたいなと思います。 

    北村教育長：それが基本構想です。そこが、何年にどういう風に持っていく、

そのためには、事前準備はどうするかとかです。 

    松尾委員：その辺りは、以前話した須古小学校の体育館が一番古いですよね、

そこが、リミットがいつなのかというのもあると思います。 

    吉岡課長：須古小学校の場合は、対応年数を過ぎているものを補修をしなが

ら使っている状態ですが、ただ、今全体の１１校の前回資料出し

ましたが、だいたい１０年後くらいに対応年数の切れが来るとそ

こが１つです。 

    松尾委員：１０年後には必ず何らかの方策を取っておかないといけないとい

う事ですよね。 

    北村教育長：はい。その辺りが基本構想です。ただ、教育委員会がした通り

にはならないかもしれませんが、いずれにしても一番ネックは、



財政が厳しいです。もう２万人を町の人口も切ろうとしていま

すし、交付税についても、合併特例債もなくなりますし、過疎

債も間もなく切れますし、今後またそういうものが新たに立ち

上がれば別問題ですけど。 

    吉岡課長：資料にはございませんが、私の方から２点追加で報告させていた

だきたいが、一つは福富中学校の来年度以降の給食調理の件でご

ざいます。今年度の白石町の学校給食は、給食調理員が大変年度

当初不足いたしまして、緊急的な処置として福富中学校の給食の

ご飯は全校給食センターで作っていますが、おかずの部分です。

給食センターで、中学校の分は提供に変更しております。しかし、

その後、今年度においても依然として調理員の人数が深刻な状況

でして、今日現在も年度当初より更に２人減っている状態でござ

います。途中３人まで減って、２人雇用でよかったと思ったらま

た退職という形で現在２人不足しておりまして、その調理員の人

数確保につきまして、待遇改善等色々考えておりますし、それか

ら募集も回覧板をして、それから納入組合にもご協力をいただい

て、人材を当たりましたが、中々うまくいっておりません。現在

の社会全体の人手不足、特にその中で調理員、介護職、清掃、こ

の３つは特に人が集まらないという事で、その辺の状況を考えま

すと来年度福富中学校の給食の再開を出来るような雇用は無理

であろうと現時点で、今年の明日からでもどうするかという状態

ですから、来年度の福富中学校の調理の再開は無理という判断を

現在いたしました。ただ、それ以降の話ですけど、現在福富中学

校の調理室は、再開ができるようにという事でもちろん維持もし

てますし、例えばどういう事をしているかというと冷蔵庫につい

ては、電源も入れてずっと置いております。カビ等が生えないよ

うに冷やした状態です。ですが、それもいつまでもできる状態で

はないし、部屋自体も使用していないときの埃がだんだんたまっ

ていくという事で、衛生管理上再開が困難になっているという事

と人員の確保がここ数年ですぐ回復する状況ではないという事

で、来年は閉鎖を決めましたけれども再来年以降も再開を断念し

ようと、ただいま、ほぼそちらの方向で動いております。現在そ

の旨を学校長に相談をいたしまして、そのあと学校長さん等入れ

てＰＴＡの会長さん、それからＰＴＡの役員会の方にも打診をい

たしました。それについては、今のところご意見いただいている

のは、今の給食センターのものを食べていて、おいしくないとか

もちろんないわけでして、満足していて問題はありませんという



話をいただいております。ご了解を得ておりますので最終的には、

先ほど日程にもありましたけれども１２月３日の教育の日が午

前中フリー参観で福富中学校の場合は、保護者が集まってこられ

ます。その後学年保護者会がありますので、その場でご説明をさ

せていただいて、ご理解をいただければ最終決定をして、今後は、

福富中学校の給食は白石町の給食センターの方で調理をさせて

いただくと方針とさせていただきたいと思っております。 

         二つ目が、同じような話ですが、プールの話ですが、現在町内３

つの中学校につきましては、有明中学校が爽明館の方でプールが

ありますので、そちらの方へ生徒が行って水泳をしております。

ただ、白石と福富中学校につきましては、それぞれの学校のプー

ルで授業をしているのですけど、傍から見てあれは使っているの

かというくらい傷んでいまして、白石中学校は、立ち入り禁止区

域があるプールです。福富中学校は、砂が出てきている状態であ

りザラザラで今度は、水が完全に抜けきれないのでホースを入れ

て水を抜くというような状態になっています。大体、建築から白

石中学校の方が３０年程度、福富中学校は４９年が経過しており

まして、それで今後維持するのが、水道代は数万円の話ですが、

ポンプとか浄化槽がやられますと何百万とかかりまして、福富の

方も応急処置で動かしている状態でございます。それから、使用

頻度を見ましても、小学校は夏休み一般開放がありますが、中学

校はない、それから中学校のプール指導が必ずしも必須ではなく

て、例えば溺れないような訓練はしなくてはいけませんが、泳げ

るような状態でのという授業は必須ではございませんので、その

辺を考えまして、今後白石と福富の中学校のプールはそれを維持

するのではなくて、有明の爽明館の方で着衣で訓練をするという

ような、そういうところだったら出来るのではないかという部分

を検討していきたいと思っております。それで、条件が整えば来

年度からは、その辺をしたいなあと今後また検討を始めたところ

です。後々をもって、そういう風になれば教育委員会にお諮りは

致しますけど、そういう研究を始めたという事でご報告をさせて

いただきます。 

      松尾委員：実際、附属中学校とかプールございませんし、無い中学校は意外

と沢山ありますし、別にそれに関してはいいのではないかと思い

ますが。 

      吉岡課長：実際、無いところはあります。私たちもありませんでした。 

      北村教育長：追加ですが、中学校の水泳の授業というのは必須ではありませ



ん。水に関する安全の指導は必ずやらないといけないとなって

ますが、あとは、施設等の関係でしなくてもいいと今学習指導

要領でなっています。ですが、福富なんかは、とても楽しみに

しているということです。ご覧になってかなり厳しいです。本

来飛び込み台も撤去しなくてはいけませんが、そういう作りに

なっていませんし、コンクリートがザラザラで真っ黒になって

います。機械そのものもごまかし、ごまかし、白石中もプール

そのものは、まだそれほどでもないかと思いますが付帯設備が

トイレとか更衣室もそうですが、機械も危ない、壊れたらすご

い予算ですので爽明館へと思いますが、爽明館もかなり地域の

方が利用されておりますので、私が有明中学校の校長時代も爽

明館に子どもを入れるのも随分苦労しました。ですから、今後

そういう調整が必要ですが、方向としてはそういう方向です。

プールを作り直すというのは難しい。 

      松尾委員：学校統合の話もある上なので。 

     下田委員：先日、白石中学校の訪問に行ったときに委員同士で、プールあん

まりだという話をしていました。確かに外から見ても古い、危な

い、危険そうなイメージを受けていました。 

福富中学校の給食を廃止することによって、給食で携わっている

職員さん、今の調理師さんたちの後の職場は。 

     吉岡課長：人数が先に立っているもので、福富中学校を出来るほど人数が雇

えなかったものですから、現在は福富中学校では作ってない。こ

れによって雇用が減るというわけではありません。逆に現在雇用

数が足りない状況です。どちらかというと、来年福富中学校以外

のところを出来るだろうかという状況です。 

     北村教育長：とにかく集まりません。センターとか他の小学校でも欠員が出

ています。 

     稲佐委員：回覧板等で回してあっても無いわけですね。 

     吉岡課長：ＯＢの方に紹介していただきたく回っていますが、一つ今時期的

に就職されていますので、今会社を辞めてというわけにはいかな

いこともあります。 

     稲佐委員：タイミングもありますよね。 

     下田委員：調理師の資格はいりませんよね。 

     吉岡課長：いりません。 

     松尾委員：検便したりするのが嫌な方もいらっしゃいます。 

吉岡課長：それでは、よろしいでしょうか。 

 委員全員了解 



川畑係長：ＪＡ白石地区から佐賀びよりの学校給食への提供の申し込みのお

知らせ。二学期最後の給食にでも提供できればという事で調整中。 

     下田委員：教育長の報告の中で、小学校の低学年、１年生、２年生に暴力が

多くなっているという報告いただきましたが、白石はそういうこ

とはありませんか。報告ありませんか。 

     北村教育長：聞いておりません。 

     下田委員：よかったです。それで家庭教育、社会教育が不足しているのであ

ろうと感じました。教育長から幼保小の連携といわれてましたけ

ど、先日私たち研修に行った時には、よその事例ですけど生まれ

た時から１８歳まで一元的に見守っていく、見守りのやり方とし

てはどうかというところもありまして、後で報告させていただき

ますが、白石町もそういう風なものが大事だと、生まれてから１

８までではなくても成人までもというような、一つの部署でずっ

と見守って育てていく、私、教育の教が共に育むという風な場所

が必要ではと感じました。 

     松尾委員：私も同じような話ですが、沖縄県の分科会の中で、貧困対策に係

る教育委員会の関りというのに参加させていただいて、先ほどの

話も大阪の美濃市の案件ですが、こちらの方が教育委員会の中に

福祉まで全部入れられている。そこで展開されていらっしゃいま

す。先ほどの例えば準要保護の話がありましたが、そういう話で

も福祉の方がいらっしゃれば、仕事をどうしようとかもうちょっ

と踏み込めるのではないかと、色々な部分で親に対しての教育も

出来ており、指導も出来ているみたいですので、そういうのが白

石の方にもあってもいいのかと、そういう話し合いの時に福祉の

方が一人でもいらっしゃったら色々な話がもう少し出てくるの

では、対策ができるのではと思いました。 

     下田委員：今回の発表は、これをデータベース化しています。というような

発表でしたが、それはどうかと思いましたが、子どもたちの数も

少なくなっていますし、生まれた時から成人して社会に出るまで、

今、関り大分あっていると思います、小学校卒業してから高校ま

で追っていただいてますし、保育園から小学校へ上がる時には

色々な関りをもってもらっています。それをもう少し幅をもって、

成人するまで自立するまで見守りが出来たらと思います。 

     北村教育長：ご意見ありがとうございます。行政の組織として例えば子ども

に関わるところを一元化できるのが理想です。放課後児童クラ

ブ等も分かれないで、ただ、白石町が合併その後が続いてます

ので、まだ職員の削減が出来ていません。そういうところで、



そういう組織の改編は、現実難しい、その中で今言われたよう

な連携、協力というのがいかにできるかという、していかなく

てはと思います。 

     川畑係長：今、子どもの貧困の話が出ましたけど昨年度から人口対策プロジ

ェクトという事で、その中で、子どもの貧困対策という事で、構

成としては、教育委員会、企画財政課、こども未来係と福祉で連

携して、何ができるのかというのの取り組みをしていて、今年度

は、学校全部ではありませんが、ピックアップして学校の校長先

生、教頭先生、養護の先生、生活関係の先生から意見を聴取して、

何が行政として出来るかというのをそういったプロジェクトチ

ームを作って動いているところです。ですから、今、教育長さん

おっしゃられたように組織をというのではなくて、それができな

いのであれば係から出てチームを作ってというような動きをや

っています。 

 

   次回教育委員会の決定 

   教育委員会 １２月１８日（月）午後１時３０分 

  

６ 閉 会  11：48 

吉岡学校教育課長 


